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　その結果，学年の主効果（F（2,217）= 17.460, p< .01）および学年と調査年の交互作用（F（2,217）








分析を実施した。その結果，「関係維持スキルの変化量（β= .284, p< .05）」，「自己主張スキ
ルの変化量（β= .606, p< .01）」「自己表現スキルの変化量（β= .437, p< .01）」「学年（β= 
2.585, p< .01）」が，それぞれ進路選択の自己効力の変化量に有意な正の影響を及ぼしているこ







認められ（F（2,217）= 6.037, p< .01／ F（2,217）= 7.766, p< .01），多重比較の結果，いずれも
1→2年生が3→4年生よりも有意に高いことが示された（図２および図３）。
　また，「関係維持スキル」では，学年と調査年の交互作用にのみ有意な差が認められ（F（2,217）


































自己主張スキル .510 .394 .429
自己表現スキル .448 .368 .491 .590
自己統制スキル .311 .487 .415 .279 .266
対立解消スキル .437 .556 .474 .495 .465 .343









維持スキル（β＝.203<.05）」「解読力スキル（β＝.071, p <.10）」「自己主張スキル（β＝.257, 








スキル（β＝.160, p <.05）」「解読力スキル（β＝.145, p< .05）」「自己主張スキル（β＝.385, 
p <.01）」がそれぞれ有意な正の影響を，「ASD困り感（β＝－.122, p <.10）」は有意な傾向の
負の影響を進路選択に対する自己効力に及ぼしている一方で（R2＝.416, p< .01），３年生の場
合は「自己主張スキル（β＝.470, p <.01）」「自己表現スキル（β＝.298, p <.05）」がそれぞれ
有意な正の影響を及ぼし（R2＝.572, p< .01），また４年生の場合は「ASD困り感（β＝－.215, 













R2  .408**  .346**  .416**  .572**  .271**
関係維持スキル .203* .291** .160* .016 .145
解読力スキル .071+ －.002 .145* .076 .128
自己主張スキル .257*  .204** .385** .470** .167
自己表現スキル .088* .062  .026 .298* .147
自己統制スキル .036 .041 .023 －.030 .162
対立解消スキル .075*  .155**  .032 .150 －.141















　ASD困り感高群（R2＝.322, p< .01）においては，「関係維持スキル（β＝.283, p <.01）」「自















進路選択に対する自己効力 77.589 88.432 -8.473**
関係維持スキル 29.080 32.526 -5.746**
解読力スキル 17.842 20.492 -5.924**
自己主張スキル 14.344 18.596 -9.562**
自己表現スキル 14.607 18.897 -9.929**
自己統制スキル 8.389 9.997 -6.971**
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